
国際 

173間研

関際島i興教存続究センター研究会を下記のとお守樹龍いたします。皆捕方、多数合ご、来場を 1[，'よザ

申しょ

記

日時:平成28部 11月14日(丹)午後4時半~

議場:総合教育講究棟  5階盟欝轟輔教育研究セン歩…命勝重

持詳

購騨..大韓哲洋〈蕗毘差益大学大学院箆態学総合研究科〉

譲襲警:!T子高齢誌を見据えた檎域援額興溜

〔襲皆}

少子高齢化の日本 j立、これを主で世界中で経験したことのない、人口議少社合へと突入している o

確実に減る人口を艶iこ、地方はどのような社会を撞築し、維持していくのか?正鮮の晃えない致築

を麗開しなけれiまならない。それでは匪捷はどうなるのか。 2025年!こ臨塊の世代が後期高齢者とな

り、死亡数が増加する。者年鑑壌が墜撲の主体となり、 2040年慌には日本全体の臨機拡ピークを:im

える。その後、怒激に変化し、縮小する底需要躍境に対応するために、歪育機関としてどのような教育

が盛饗で、どのような実習が求められるのかを考察する。

その上で、翠在我々が持っている、震学科 6年生全員へめ f離島弱地域産提案習ム希望する全国

の臆学生iこ提供している f全国医学悲哀期離島撚鷲ム接ヶ政の富豪系学設に提供している「地域農

疲トレーニングキャンブ in北uuや「地域医様トレーニングキャンブ Inさつま酌ム地域枠護学生 

iこ必修としている f地域枠産学生離島実智j などを紹介する。

高齢 害事


